
入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

念
を
押
す　

医
師
の
説
明
聞
き
な
が
ら

ひ
か
る
湖　

大
志
を
胸
に
周
航
歌

念
を
押
す　

老
い
の
歩
幅
で
弾
む
靴

試

み

る
　

違
う
自
分
に
な
り
た
く
て

念
を
押
す　

納
得
ゆ
く
ま
で
橋
叩
く

寺

村

美

惠

大 

谷 

み
つ
子

荒

見

金

一

辻
　

昭

子

今

堀

敏

子

鳥 

居 

本 

町

田　

附　

町

金　

沢　

町

稲　

部　

町

新　

海　

町

（
評
）　

自
分
本
位
で
来
た
人
生
。
初
め
て
味
わ
う
大
き
な
挫
折
。
明
日
へ
自
我
捨

て
人
生
を
見
直
し
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
替
へ
、
新
た
な
人
生
に
挑
戦
す
る
。

（
評
）　

幾
つ
に
成
っ
て
も
悩
み
は
付
き
ま
と
う
。
揺
れ
る
心
を
確
か
め
神
仏
に
託

す
、
失
敗
を
怖
れ
慎
重
に
事
を
運
ぶ
。

（
評
）　

日
々
自
己
を
確
か
め
、
背
伸
び
す
る
こ
と
な
く
暮
す
こ
と
が
大
切
。
急
が

ず
焦
ら
ず
、
大
地
を
蹴
る
如
く
、
今
日
も
自
分
と
向
き
合
い
、
明
日
に
向
っ

て
人
生
を
楽
し
む
。

（
評
）　

学
業
を
終
え
故
郷
を
後
に
旅
立
つ
決
意
。
見
慣
れ
た
琵
琶
湖
。
学
友
恩
師

の
歌
声
に
送
ら
れ
て
ホ
ー
ム
に
立
つ
吾
。

（
評
）
告
知
に
惑
い
、
自
分
や
家
族
の
為
に
、
明
日
の
生
き
方
治
療
方
法
等
、
真
剣

に
相
談
し
て
お
ら
れ
る
様
子
が
手
に
取
る
様
に
解
り
ま
す
。

特

選

特

選

特

選

試

み

る
　

妻
の
寝
込
み
て
立
つ
厨

ひ
か
る
湖　

甍
に
似
た
り
沖
の
波

試

み

る
　

奉
仕
に
生
き
る
ラ
ス
ト
ラ
ン

（
評
）　

生
か
さ
れ
生
き
て
、
早
や
高
齢
者
。
物
寂
し
い
日
々
生
き
甲
斐
を
見
つ
け
、

老
躯
に
相
談
し
な
が
ら
昔
取
っ
た
杵
柄
を
生
か
し
、
社
会
に
恩
を
返
す
。
終

章
の
日
々
た
の
し
く
。

（
評
）　

日
差
し
が
燦
々
と
瓦
屋
根
に
降
り
注
ぐ
如
く
、
湖
上
を
照
ら
す
。
大
ら
か

な
自
然
の
営
み
、
波
は
沖
か
ら
岸
へ
と
、
波
の
様
子
を
上
手
く
捉
え
て
お
ら

れ
ま
す
。

（
評
）　

昭
和
生
れ
の
男
性
は
、
特
に
女
性
の
城
に
踏
み
入
る
こ
と
な
く
育
ち
ま
し

た
。
思
い
も
よ
ら
ず
家
族
が
体
調
を
崩
さ
れ
初
め
て
の
挑
戦
。
新
し
い
自
分

の
姿
に
妻
自
身
も
安
心
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

冠
　
句

西

村

吟

雪

藤

本

淡

雪

選

松

瀬

文

恵

髙 

恵
三
郎

松

瀬

竜

子

　　

蒲
生
郡
竜
王
町

長
曽
根
南
町

蒲
生
郡
竜
王
町

く
り
や

あ
し
た
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佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

念
を
押
す　

角
度
を
変
え
て
見
る
姿
勢

ひ
か
る
湖　

花
吹
雪
舞
う
城
の
街

念
を
押
す　

今
の
君
へ
の
信
頼
度

試

み

る
　

時
代
お
く
れ
も
そ
こ
そ
こ
に

ひ
か
る
湖　

青
春
の
日
の
亡
夫
ま
ぶ
し

念
を
押
す　

滲
み
出
て
い
る
親
心

試

み

る
　

天
辺
め
ざ
し
て
滾
る
汗

ひ
か
る
湖　

市
民
ラ
ン
ナ
ー
春
う
ら
ら

苗

村

厚

子

西

山

節

子

宮

地
　

学

勝

見

政

恵

大 

塚 

し
の
ぶ

清

水

慶

昭

上

野

初

子

大 

菅 

恵
美
子

蒲
生
郡
竜
王
町

犬
上
郡
豊
郷
町

愛
知
郡
愛
荘
町

稲　

里　

町

大　

藪　

町

大　

藪　

町

犬
上
郡
甲
良
町

　

日　

夏　

町

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

試

み

る
　

顔
認
証
で
ド
ア
開
け
る

ひ
か
る
湖　

航
跡
一
本
向
か
う　

念
を
押
す　

靴
紐
直
す
七
合
目

試

み

る
　

遅
く
は
な
い
と
好
き
な
趣
味

ひ
か
る
湖　

学
び
の
小
五
浪
ま
く
ら

念
を
押
す　

現
役
で
す
と
錆
び
た
針

ひ
か
る
湖　

荒
神
山
に
飛
ぶ
カ
イ
ト

試

み

る
　

こ
の
壁
破
り
殻
を
脱
ぐ

野

口

成

人

河

合

仙

治

松

瀬

博

美

金

子

君

子

伊 

香 

と
し
子

西

尾

辰

之

覇 

流 

不
良
者

辻 

哲　

雄

長　

浜　

市

普 

光 

寺 

町

蒲
生
郡
竜
王
町

正 

法 

寺 

町

犬
上
郡
豊
郷
町

米　

原　

市

稲　

里　

町

清　

崎　

町

え
り
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佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

佳

作

試

み

る
　

激
辛
と
言
ふ
新
世
界

試

み

る
　

背
広
着
こ
な
す
新
社
員

試

み

る
　

義
母
の
レ
シ
ピ
の
大
根
漬
け

念
を
押
す　

君
へ
の
思
い
断
ち
切
れ
ず

念
を
押
す　

進
路
は
青
く
澄
み
渡
り

ひ
か
る
湖　

妻
の
ス
ケ
ッ
チ
み
ず
み
ず
し

堀

井

叔

子

古

川

寛

二

河

合

淳

子

柳

本

和

子

滝 

口 

寿
美
夫

四
ッ
門 
信 
夫

京
町
一
丁
目

極 

楽 

寺 

町

普 

光 

寺 

町

 
清　

崎　

町

鳥 

居 

本 

町

戸　

賀　

町

《
総
評
》

　

彦
根
市
民
文
芸
冠
句
投
句
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

　

今
年
度
は
、
藤
本
淡
雪
先
生
と
一
緒
に
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
は
、
昨
年
よ
り
投
句
者
が
三
名
減
り
ま
し
た
が
、
皆
ど
の
句
ど
の
句
も
素
晴

ら
し
く
甲
乙
つ
け
が
た
く
有
意
義
な
勉
強
の
機
会
を
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
又
今
年
は
新
し
い
傾
向
の
句
が
多
く
見
受
け
ら
れ
次
回
が
楽
し
み
で

す
。

　

冠
句
は
、
川
柳
や
俳
句
と
同
様
の
五
、
七
、
五
、
の
短
詩
文
芸
で
す
。
冠
題

の
上
句
五
文
字
に
対
し
中
句
、
下
句
の
十
二
文
字
で
詠
み
上
げ
る
、
生
活
の
詩

と
先
輩
か
ら
教
わ
り
ま
し
た
。
何
時
で
も
何
処
で
も
紙
と
鉛
筆
一
本
有
れ
ば
詠

む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
新
し
い
時
代
へ
新
し
い
冠
句
を
ど
ん
ど
ん
詠
ま
れ
ま
す

様
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

西
村　

吟
雪 う

た

く
ら
し
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ひ
か
る
湖　

近
江
を
奏
づ
雲
の
峰

試

み

る
　

乗
っ
て
く
れ
な
い
縄
電
車

念
を
押
す　

介
護
は
互
い
頼
み
合
う

　
　

選 

者 

吟

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　

藤　

本　

淡　

雪

藤　

本　

淡　

雪

西　

村　

吟　

雪
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